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　なお第3区域につV・ては垂直磁力異常乃至は自然電位

の負中心が略々露頭附近の影響を現わしてV・るものと考

之られ・砿庚の賦存に？V・ては・とれらの資料よりは充

分明らかに出来なかつたので，先ずこれについて探鉱を

進め・1その結果を検討の上でii）・三ii）等の異常区域につ

V・て探鉱ナる必要がある。

　大鴨助区域におV・ては，自然電位及び垂直磁力の異常

が認められ，その分布も略々一致し，鉱床乃至は鉱化帯

の潜在が推定され，小屋場沢第3区域におV・て認められる

異帯区域に比し∫広範囲に分布している点は注員されるσ

　これについては更に探鉱を進める必要があるものと考

えられ，そのためには先ず「14－1gj点附近に試錐等に』

よる探鉱を実施するのが適当と考えられる。

　　　　　　　　　　　　　　（昭和25年8月調査）
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　　2）　GθoJo9∫o　s渉グκoJ％〆6

　1t　has　long　been　beliebe（1．that　the　J6ban

Coalfield　including　thi＄area　showed　a　mono－

clinic　strtIcture。But　the．authors　assume　th＆t

this丘eldin（卑icatesaN・Selongate（1synclina1
＄tru¢ture，the　axis　of　which　pitches　to　the

north　and　its　east　wing　issubmerged　below

sea　leve1．・The　J6ban　Coalfield　ha．s　three

main　faults　of　N．、W．trendand　is　separated

by　them　into　four　bIocks．

　3）γ伽競σo漉吻
　Formedy，it　has　been　intefpreted　th我t　the

Ishimori　agglomerate．was　composed　of　d』e・

trit“s　fromヤ01canic　eruption．in　the　Mis歌wa

stage．But　the　authors　disclosed　tha，t　this

volcanicactivityoccuredi煎heHonya．stage
at　first　and　it　continued　ti1璽　the　Omori　or

：Nakayama　stage．

　4）．EψJo伽護加
　The　aut！hors　plot　shitable　points　of　core

dr皿ing　on　the　underground　map．If　tぬey
hit　a　economical　coal　seam，the　northem
p段rt　of　Natsu1gawa　alluvia．1plain　becomes

tke　most　promising　P1歌ce　for　the　exploit＆一

tion　and　then　the　geophisica夏　an（i　dredging

survey　in　the　se我area　will　get　good　news

from　the　east　wing　of　syncline．

1．緒 言

’目的…常磐炭田の調査研究の…部として実施したもの

で，本地区の層序・地質構造・來炭層の潔度の解明を目

的とした。このために常磐炭田の他の地域には殆んど見

られず，本地区にのみ顯著に発達する火山砕屑岩（所謂

石森集塊岩）及び，これに続く火山砕屑性地層群の層位

を明力魂こする事に重、点を置V・た。

　班員…地質調査　佐藤茂，松井寛

　　　地形測量　福吉長雄，佐藤純三

　績度…1んo，oσo実測地形図による地質基礎精査

　　　　　　　2．位置・交通

位置…福島県平市の北方直踵約4km　lこある石森山を

通る南北線を略々西縁とし，仁井田川，常磐本線にて囲

まれる地域及びその北方に接する南北約4km・東璽鞄

3kmの矩形の区域で，福島県石城郡大浦村・草野村・神谷

村・大野村及び平市に亘り，全調査面積は約32km2で

ある。

　交遇・・6本地域の南東縁に常磐本線が通じ，平駅一四ツ

倉駅間・四ツ倉駅一柳生間（四ツ倉駅の西方直距約7km）

聞には乗合自動車の便があり，叉地区内の消路網はよく

発達してv・る。

　　　　　　3．地　　　　形

北部の基盤岩類の分布する区域は，標高50～350mで

割合に急峻な地貌を呈してV・るが，それ域外の第三紀層

の分布してV・為区域は石森山（225m）を最高とする殆ん

ど標高10～200mきの開析の進んだ丘稜地帯を形成して

V・る。本地区ほ“L・・字形に南流から東流に変じて太平洋に

注ぐ仁井田川によつて南北2部分に分たれる。南部の区

域では，石森山を主峰として地区の西縁を南北に走る山

稜を主賑とし，東方に3本の支脈を分岐して“E”字形の

山形を作る。集塊岩は石森山或はその附近の開析の進ん

だ小丘の間に突出部や崖を形成する。

期間（（）内は実調査日数）

塁阻2碧粥翻（翻

塁多2嘱雛o副（1脇

墓多多銅細（撚

調査者

佐藤茂

松井寛

佐藤茂

調査地域

ニじイゲ

仁井田川
　以南

主として

仁井田川
　以北

延．調査日数 g6　H　　（67　日）

　　　　　　4．地　　　質
本地医の地質は下位より基盤岩類，第三紀層及び第四

楽己層によつて構成される。基盤岩類の一部をなす白璽紀

層は北部の三ッ箭断層以北にのみ分布し，同断層以南で

は基盤岩類中に白璽紀層は全く瓢られていなv・。本地域『

に露出する第三紀層は石城砂岩層を最下位として常磐炭

田を構成する殆んどすべての地層が発達し・地表にあら

われた地層の全層厚は約750m（基底層及び來炭層をも

含めた全層厚は約1，100m）である。本地区に癸達する地

膚あ層序・岩相並びに層厚は第3図模式柱状図に示す。次

に第三紀層め特徴及び周辺地区との対比について述べる。

　白水統…本統は下部より基底層・爽炭層。石城砂岩層・

浅貝砂岩層及び白坂泥岩層等より成り，主として仁井田

川以、北に分・布する。

　石城砂岩層は薬王寺附近にその最上部が僅かに見られ

．るに過ぎないq

　浅貝砂岩層は常磐炭田の他の地区のそれと同様な岩相

を呈する。

　白坂泥岩層は，地区の最北部紫竹附近に於V・てザ上位
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幅島県石城郡常磐炭田石森山地区炭田調査速報（佐藤　茂・松井　寛＞

の湯長谷統との不整合面より数m・下位に，下部より珪藻

（Co36痂04魏粥？）を含む緑灰色泥岩の扁豆状の礫のみ

よりなるレンズ状の礫岩，緑色凝灰質泥質砂岩，褐炭（厚

さ約20cm）及び顯著な含植物化右板状頁岩（化石名は

．第3図参照）よりなる厚さ約4mの地層が見られる。又同

地点の南方馬場部落の東方高地¢）稜線附近に於いても，・

白坂泥岩層上部に円礫及び時に植物化石を含む厚さ2～

3mの凝灰質泥岩が見られるが，上詑の褐炭層を含む地

輯き蟻｝『　　・ドー

　　　　△452

o’

〃
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第1図　 常磐炭田石髭森山地囁1地質図
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一　　　　縫の樹1　地質図の典拶哩に障1げ

　第2図　石森山地囲地質断面図轡盤三振．1ご＝

層と同層位のものと考えられる。かような岩網を示す地　　より成り，その直径は最大5mに達する。本岩の堆積時

層は他の地域では未だ蜘られてV・なV・が，白坂泥岩層上一　伐，火山岩屑の噴出漂，堆積機構等に関してほなお種々の

蔀に陸成層乃至瀕海成層が存在することは注月すべき事　　問題が残されている。徳永博士1、は平層（須貝学士4）の

である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　等による本谷頁岩層及び三沢砂岩層の一部に相当するも

湯長谷統…徳永博士もによる中期常磐炭田層に相当す　　のの様である）堆積初期の火山活動に由来する火山砕屑

るもので，白水統を不整合に被覆し1一ド部より五安砂岩層・　物の堆積したものであるとされ，渡辺博士6）は白土統初

水野斧泥岩砂岩層・亀ノ尾頁岩層に細分され，地区の西　　期の火山活動に由来するもの饗，三沢砂岩層とは同時代

部に分布する。常磐淡田の他の地域に於いては嘗て渡辺　　の堆積によるものであると考えられた。又両博士共下位

博士2ノ，紺野技師3），須貝学士4）及び筆者の一人松井5）に　　の亀ノ尾頁岩層とは不整合関係にあるとしてV・る。著者’

よつて・本統の最上部層として・亀ノ昆頁岩層の上位に　　等は次の諸点より，石森集塊岩は渡辺博士2）3）4）5）等の．

本谷頁岩層が挙げられてV・るが・本地区に於ては・本谷　　区分による本谷頁岩層初期の浅海に於げる海底火山活動

頁岩層と同時に堆積したと考えられる地層は著しく火山　　に由来するもので，須貝学士等4）5）の上矢田砂岩帯に

砕屑性で，常磐淡田の他の地域のものと岩相を異にし・　　対比するのが妥当であり，下位の亀ノ尾頁岩層とは整合

むしろ火山砕屑性の地層群として次に述べる草野統に一’　関係にあるものと考察女る。

括する方がより妥当と考えられる。　　　　　　　　　　　手）渡辺博士6）によれば，南北両隣接地区に顯著に

箪野統（仮称）…本地域に於いては湯長谷統を整合的　　発達する本谷頁岩層が当地区に於V・てのみ石森集塊岩層

に被覆する主として火山砕屑岩より成る地層で・下部よ　　堆積前に浸蝕し去られたことになるが，下位の亀ノ尾頁
　　　　　かがや　　　　　　　どばな
り石森集塊岩層・神谷泥岩層・小塙砂岩層・泉崎礫岩集　　岩層との境界面は亀ノ尾頁岩層の層面と平行で整然とし

塊岩層・大森凝灰岩層に細分され，仁井田川以南に広く　　ており，亀ノ尾頁岩層の層厚は85～90mで略々一定し

分布する。本統は，徳永薄士㌧による新期常磐炭田層に　　ている。

相当するもので，須貝学士等4。5ノによる白土統と本谷頁　　　2）石森集塊岩層の上位の神谷泥岩層は後述する様

岩層を一括したものである（第4図参照）。　　　　　　　に本谷泥岩を主体とする地層である。

石森集塊岩層は顯著な凝灰角礫岩よりなり，常磐炭田　　　3）渡辺博士6）は湯長谷統との不整合面附近の集塊

の他の地域にはこの様な岩相は全く見られない。凝灰角　　岩中に珪化し，且つ硬化した亀ノ尾頁岩及び水野谷頁岩

礫岩を構成す弓火山岩塊は主として角ぼつた安山岩（両 の捕獲岩を含有することを指摘されている。i著者等も絹

輝石安山岩，紫蘇輝石安山岩，輝石安山岩，角閃安山岩〉　谷附近に於て同様な現象を見たが，石森m北方鞍部の東
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福鳥県石城郡常磐炭田石森由地区炭田調査速報（佐藤　茂・松井　寛）

斜面では亀ノ尾頁岩中の厚さ約工5mの中粒砂蝦中にも

捕獲岩様の亀ノ尾頁岩の角礫（1．2×0．5m）が見られるo

ヒれうは同時生成の偽礫とも称すべきものと考えられ，・

必らずしも不整倉を示す証拠とはならない。

　神谷泥岩層は仁井田川以南に広く分布し，下位の石森’

集塊岩層とは非常に不規則な境界をもつズ移化する場合　．

．が多い。本層は他の地域に発達する本谷泥岩を主体とし，

凝灰質泥岩・凝灰角礫岩・砂岩等を挾有する火山砕冒性の

非常に乱れた急激な堆積層である。水品の西方直距約0．5

km附近に本谷泥岩の代表的な露出地が見られ，草野駅

の北西方直距約1．3kmの下片寄附近及ぴその南方直距

約1・5kmの石脇附近では顯著な凝灰角礫岩乃至凝灰岩．

が発蓬する。本層は常磐淡田の他の地区の本谷頁岩層に

対比されるべきもので，火山活動の影響を強く受けてい

るに過ぎない。南隣の小名浜地区4／5）に発達する本谷頁

岩層中にも所々にレンズ状の小規模な火山碑屑岩が見ら

れるが，ζれらは本層中のものと同性質のものと、思われ

る。介化石を多産t、本谷頁岩層産のものとの共通種が多

V・（化石名は第3図参照）。

　小塙砂岩層は層理稽々明瞭な砂岩層であるが，北神谷

の北東方では偽層の発蓬した塊状砂岩よりなり，周辺地

域の三沢砂岩層に相当するものと思われる。従来本谷頁

岩層と三沢砂岩層と嫉不整合関係にあるものとされでい

たが，本地区に於ては神谷泥岩層と小塙砂岩層との間に

は不整合は認められない。北方の双葉地区に於いても本

谷頁岩層は砂岩・泥岩の互層を経て三沢砂岩層に漸移し，

両者の聞に不整合は見られなV・。この関係につV・ては常

磐表田全域に亘り今後再検討する必要がある。

　泉崎礫岩集塊岩層ば南隣の小名浜地区の吉野谷礫岩集

塊岩層に相当する4、5♪。　北方璽双葉地区に於ては三沢砂

岩層中に安山岩礫を含む顯著な集塊岩質礫岩が発達する

が，これ嫉おそらく本層の一部に対比されるべきものと
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第4図　常磐炭田岩相対比図
　小名浜北部地区「1易本附近」石森山地区「ニツ箭断層南部」

　及び双葉地区「久之浜附近」一・

推定される。

　大森擬灰岩層は常磐淡田の他の地域の中山凝灰

岩層に相当するものと思われる。小名浜地区の中

山凝灰岩層中に見られる様な厚V・均一な凝灰岩は

含まれず，一般に粗懸・となり擬灰質泥岩や凝灰質

砂岩等の爽難物が多くなる。　草野統を構成する

火山岩層の噴出源につV・ては，未だ明かにされて

いないが1石森集塊岩が当地区を除いては全くそ

の分布を見ないこと，更に石森山・絹谷富士附近

に於て特に羅著な安山岩の角礫を密集固結してい

る点より，従来考えられていた様に本地区内の石

森山附近に噴出源を推定するのが最も妥当であろ

う。しかし石森山周辺め亀ノ尾頁岩層が殆んど擾

乱されていない事，石森集塊岩の分布区域が極め

て部分的であること等より，噴出の規模は大きく

なかつたもΦと推定される。集塊岩中の直径5m

にも及ぶ安山岩塊の起源・生成の機構等に関して

は未解決の点が多v・。

　大浦統…下位より名木砂岩層及び山田小湊泥岩

層に二分され，大浦村及び仁井田川以北の主山附

近に僅かに分布するに過ぎない。一大浦村附近に於

V・ては草野統を平行不整合？に被覆し，玉山附近

に於V・ては浅貝砂岩或は五安砂岩層を斜交不整合

に被覆する。本統は所謂多賀統に対比されるもの

と思われるが，分布地域が狭少である爲，周辺地区

との対比及び地質時代については明かにすること

が出来なかつた。おそらく大浦附近のものは南方

小名浜地区の高久村附近に発達する上高久砂岩層

乃至小名浜凝灰質砂質頁岩層中部に相当するもの

であり，ヨ劃一1附近のものは四ツ倉西方の多賀統に

相当するものと思われる。地質図では両者共大野

統として一応纏めたが，両者が同一の地層である

かどうかは疑問である。常磐炭田全域に亘つて広

く分布する所謂多賀統につV・ても，すべて同一の

地層であるかどうかは問題で，著者等は構造上よ

り推定するに，少くとも二つの地層，即ち，名木

附近・小名浜地区の高久村附近に見られる様に草

野統（自土統）以下の地層と略々平行な構造を示

すものと，山田小湊附近・四ツ倉附近・勿来附近に

見られる様に草野統（白土統）以下の地層と全く

異なる構造を示すものとに分けられる様に思われ

る。この点に関しては今後の調査研究の結果を倹

たねぼならない。多賀統に関しては最近徳永学

士7ク及び大森・鈴木両学士8）の研究がある。

濯原砂層は白水統・湯長谷統及び多賀統を傾斜
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編、島県石城郡常磐炭田石森山地区炭田調査速報（佐藤　茂・松井　寛）

不整合に被覆し，略々ニツ箭断層に沿つて標高20～140m
一
の
盆
地 状乃至丘稜状をなして細長く牙布する。・本層は第

四㌍御期に入江に注ぐ河口附近　（旧仁井田川？）に堆

積したものと想像される。

　　　　　　　5．地質構逡
　本弛区は，．北部のニツ箭町層，仁井田川に溌う仁井田

川断層及び南部の大室断層によつて4馳塊に分割される。

ニツ箭断層は古期岩類及び，白聖紀層と第三紀層とが接

する南側落下の正断層でNW－SEに走り，約10k血に

亘つて追跡するごとが出来る。垂直落差は北西程大とな

り，数100mに達し，南東程小となり由戸附近に於V・て

は多賀統・沼原砂層及び沖積層下にかくれるが，その落

差は殆んどなくなるものと雄定される。当断層は常磐炭

．田全般より見るも，北部の双藁地区と中部の石城地区と

を劃する大断層で，これを境として両地区は地質上の特

性を異にしている。即ち

　1）双葉地区に於て層厚400m以上に達する白璽紀

層（双葉統）がニツ箭断層塚南に於V・ては全然見られな

V、0

　2）双葉地区に於いては石城砂岩層は礫岩を主体と

する厚層（200乍340m）で3層の粗悪な炭層を含むが，

ニツ箭断層の南部に於いては石城砂岩層は砂岩を主体と

し，これに礫岩を挾む地層で，炭層は下位の來炭層（層

厚70m以下）中に密集して賦存し，双葉地区に比して

・炭質が良好で，炭層そのものも安定してV・る。

　この様な両地区聞の差異は，ニツ箭断層運動が第三紀－

層堆積前より開始されてV・た爲に生じたものと解される。

即ち白璽紀層は北側落下砂断層運動によつて断層の南部

のみが浸蝕し去られ，乗第三紀層堆積開始時には南側落

下の運動が既に働v・ており1石城砂岩層は，ニツ箭断層

以北に於V・宅は阿武隈高原東縁に瀕海性層として堆積し，

南部に於V・ては梢々深V・海に砂が除々に堆積したものと

想像される。

　仁井田川断層は，仁弁田川に浴つて東西に走る南側落

下の正断層で，垂直落差は長友附近で約350mに達する

が，西に行く程小となり仁井田川の屈曲部附近で消滅す

るo

　大室断層は地区の南端をNW－SEに走る南西側落

下の明瞭な正断層で，垂直落差は最大400mに達するも

めと推定される。本断層は北方の平窪断層（南西側落下，．

垂直落差130～180m）より分岐したものであるが，本

地区に於いては平窪断層より大きな断層となつている。

　上述の様に本地区内に発達する断層は，殆んどE－S

乃至NW－SEに走り，すべて’S乃至SW側落下の正

断層であることは著しい特徴で夢る。

　ニツ箭断層以北では，略々南北方向の構造を示す古期

岩類及び，これを不整合に被覆する走向略々NS，傾斜

10。～209Eの白塁紀層が分布する・

　ニツ箭断層と仁井田川断層とに鋏まれた地域では，地

層は水平に近く，中平断層　（南側落下，垂直落差約50

m）及び，沼原断層（南側落下，垂直落差60～100m）

によつて3区域に分たれ，石城砂岩層より水野谷砂岩泥

岩層迄の地層・多賀統及び沼原砂層が分布する。

　仁井田川断層と大室断層に挾まれた地域で婚，常磐炭ゴ

田全般に見られる様に走向略々NS，傾斜5～15。Eを示

す部分が多く，五安砂岩層より山田小渡泥岩層迄の地層

が東方に順次に分布するが，名木断層（南側落下，『垂直

落差最大約350m）以北では北神谷北方に於いでNS方

向の軸を有する向斜構造を形成し，名木断層以南では東

するに従V・地層は走向NS，傾斜E’を除々に走向EW・

傾斜Nに変ずる。一

　大室断層以南に於いては走向略々NS，傾斜略々100E’

で泉崎礫岩集塊岩層及び大森凝灰岩層が分布する様に思

われるが，その層位は明かでない。

　上述の事実及び小名浜地区に於いても，地層の走向傾

斜が当地区と同様に走向NS，傾斜Eより，走向EW，

傾斜Nに変ずるヒとより推定するに，本地区の地質構

造は南北方向の軸を有する一つの向斜構造を形成し，ーご

の向斜がNW－SE乃至EW方向，南側落下の数條の

正断層により切断され，向斜軸は仁井田川断層以南では

南方の地塊程東方に，叉同断層以北では，北方の地塊穆

東方に転移し，1各勉塊¢）申斜軸は北方に沈下してV・るも

のと解される。、ζの向斜軸は当地区内に於ては名木断層

の北方に見られるのみで，本地区の大部分は向斜構造の．

西翼に属する。．この構造は，従来単斜構造と考えられて．

いた常磐炭田に対する一つの新しV・見方で，常磐炭田全

『般め地質構造につV・ても再検討する必要がある。

　　　　　　6」眉　　　炭

　本地区には爽炭層が露出せず，叉試錐も全く行われて

V・ないため，炭層ゐ賦喜状態を直接知る事は出来ないが，

本地区西方の赤井再附近に発達す’る石城砂岩層の層厚を

基準ξして爽炭層の海水準下の推定深度を第4図に示し

た。仁井田川断層とニツ箭断層によつて挾まれた地域で

は，來炭層の深度は海水準下250～5qOmで浅‘，地層

も緩く，最も有望な地域で昂るが・二男簿断層のi近くで

あるため，來炭層堆積時に於げる地形の如何に素つては

地区北西方の上小川村阻近に於いて見られる様に爽炭層

が欠除してV・る場合も考えられるので，・山田小湊附近に　隻

試錐を実施して炭層の状態を確認す’ることが緊要であるげ

　　　　　　　　　　　　　亭
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炭質については直接の資料は得られなV・が，地区西方　　てV・たが，南北方向の向斜軸を有する一つの大きな向斜

の好間村及び赤井村附近の石淡の工業分析の結果を参考　　構造をなしている乏考え盗方が妥当である。従つて試錐・

迄に次に表示する。　　　　　　　　　　　　　　　　　物理探鉱或は海底地質調査等を実施して，この向斜構造

石炭分析表（r配淡公団研究所，昭和24年上期」に拠る）　を確認し，更に向斜構造東翼の地質構造及び炭層の賦存

灘轟即雛雛摯駐騰対よ肇譲謙轟擬2躍鷲鯉ミ倍加され’
噌耕・並釧…92129・54142321678・　2）石森集塊岩層は，周辺地区に於け鉢谷頁岩層…

向魍・且・・1・生641538・17426膿き灘籍麟蹴狸繋難鷲
古河好間，塊1・・。44：23．4416・2・　7638　た撫，石森山附近と想簾れる．

　同瀞1手・2212・・58152・41754・　3）來炭層の潔度購水準下250～950mと擬され・
　　　　　　　　　　　　　　　試錐調査の結果如何によつては有望な地域と云うことが
　　　　7．績、　　論　　　　　　　　　－出来る。試錐は下記の諸地点に対して速かに実施する必

1）本地区の地質構造は，従来単斜構造と考えられ　　要がある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　眠　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一噌一「

　　　．撫、1．

　　　　　づ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃

礎難き無，、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7
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第5図　石森山地区垂1爽炭暦深度分布図
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＿L璽』＿一、置、」璽釜灘炭深画

妊隠魏礎騰鍵團　35・
2！瀧纏講翻7・・レ65・
「
3
1

瑠蕩擁雛’155・1　5・・

更に，第4地点として，向斜構造を確認し又向斜構造

東翼に於ける炭層深部の賦存状態を究明する爲に，四ツ

倉駅の南・方直距約2kmの下仁井田附近に深度1，000m

の試錐を実施することは極めて有効であるものと信ずる。

　　　　孟要懸考交献
（1）1927，徳永重康，r常磐炭田の地質」

　　　早稻田大学理工学部紀要，第5号

（2）1940，渡辺久吉，「勿来図幅同説明書」

　　　地質調査所

（3）1938，紺野芳雄，「常磐炭田第6区磐城国双

　　　葉郡久之浜町附近地質図同説明書」

　　　地質調査所
（4〉1947，須貝貫二，r石城炭田小名浜北部地区炭

　　　田調査速報」地質調査所炭田調査速報16号

（5）1947，松井寛，r石城炭田小名浜南部地区炭田

　　　調査速報」地質調査所炭田調査速報17号

（6）1928，’渡辺久吉，r常磐炭田第2区磐城国赤

　　　井郡赤井村附近地質図同説明書」

　　　　　　　　　　地質調査所
（7）、1948，徳永軍元，r常磐犀田富岡町附葦の多賀

　　　層群」資源科学研究所彙報第12号43－46頁

（8）　1950，天森昌衛，鈴木康司「．「阿武隈台地の南縁

　　　（日立市附近）に分布する多賀統の層序学的

　　　研究』地質学雑誌，56巻，658号369－378頁
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長野県木曾地方㌣ンガン鉱床調査報告

宮本　弘濫馨　称　昇一．瓢膏

　　　　　　：R6sum6

Report　on　the　Manganese　Ore　De笹osits

　　ofKiso　Distゼiet，Nagano
　　　　　Pre£eetu騰．一　　　　、＼

　　　　　　　．by’
’
H
i
r
o tnichi　Miyamoto＆S五6ichlr6Hayashi

・The葦・11・win暮』rep・r隻Uescribesthesev6n・

manganese　mines　in：KisO　district　which　were

sur▽eyed　from　May　to　June，1950．

　The　ore　d6posits，which　belong　to　a　re』

Placement　type，　occur　in　the　Palaeozoic

』clays1＆te＆chert。
　The　principal　ore．foτming　minerals　in！the　・

southern　part　of　the　River　O㌻翫ki　consists　of

pale　purple　rhodoOhrosite　and　pale　pink

mangan　silicate　with　avera窪e60ntent　of．

Mn25r－30％，and　ore　reser▽es　estimated訊t

4，000t3while　the　northem　par㌻of　th6river．

consists　of　毛11e　so・called　σ之z痢ゑ　and　oho（70」σ招

（rh・d・chrosite，tephr・iteandrh・d・nite’etc〉

ty’pe　with　Mn35％ンSiO220％and　estimated

・
．

at1，700t，

　All　the　dep6sits　of　Kiso　dis丘ict　may　be

expected’to　produqe，翫t　maxin匙um・200t　per

mon，｛h，inc1Uding　the　largest　Sum＆Mine。

要 旨

　昭和25年5月・10日より，昭和’25年6月4日に亘

．り長野県西筑摩郡木曾地方のマンガン鉱床を概査した。

調査した鉢山は木曾・熊沢・壽満・コ本木・城山・大御

岳・王瀧・瀬戸川の7鉱山宅，木曾阻の上流地域に散在

する．木曾川の支流磯川の南離t曝のマンガン鉱石は・

淡紫色の菱マンガ財鉱及び淡紅色Q俗称パラキを主体と

する珪満で，見込品位Mn25・》30％約4，000tを推定す

る事ができ，Mn30％以上は大御岳鉱山の100tを除け
臼
ば
極
く 少い．王瀧川の北部地域の鉱石は俗称アヅキ●チ

ヨコレ＿ト鉱め系統であつて，Mn茄％以上の推定鉱量

は3，000t近くで，珪酸分も20％前後である。

　木禽地方の最大鉱床である壽満鉱山のムジナイワの鉱

床は最も将来性があり，推定鉱量1，700t，である。

　本地方では壽満鉱山のムジナイワの鉱床以外の各鉱床

は露頭部稼行の域を出でずして，大なる期待が置けず1

木曾地方として月200tを出荷すれぼ最大であろう。更，

一に鉱量を増すためには域内の地表精査を積極的に行い・

戸
新

期鉱床の開発に努むべきである5木曾川の支流昧噌川

流域は木曾鉱山を除けぼ，牟く未開地であるから，こρ

．方面に今後の課題が残され｛“るので1審なV・かと母牌す

る。F・

　畳鉱床部
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